
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

東京日々新聞における石炭関係主要記事（I）

斉藤, 俊彦
NHK資料センター

https://doi.org/10.15017/13548

出版情報：エネルギー史研究 : 石炭を中心として. 1, pp.20-26, 1973-05-08. エネルギー史研究会
バージョン：
権利関係：



東
京
日

々
新
聞

に
お
け
る
石
炭
関
係
主
要
記
事

(1
)

斉

藤

俊

彦

明
六

・
五

・
廿
八

江
湖
叢
談

長
崎
県
下
の
変
事

長
崎
県
管
内
高
嶋
に
於

て
石
炭
礦

営
業
中
本
月
十
六
日
午
後

一
時
頃
図
ら
ず
旧

暫

に
堀
当
突
然
湖
水
涌
出
し
為
に
砂
石
崩
れ
落
ち
堀
人
夫
の
鳴
御
国
人
男

一
人

キ
.ッ

女
五
人
即
死
其
他
軽
重
傷
く
者
許
多
あ
り
、
依
之
取
敢
ず
其
県
よ
り
大
蔵
省

へ

御
届
相
成
し
と
也

明
六

・
七

・
廿
三

公
聞

第
二
百
五
十
九
号

今
般
鉱
山
其
他
諸
坑
業

ノ
規
則
別
冊
ノ
通
改
定
候

二
付

テ
ハ
凡
坑
物

二
関
係
ノ

事
件

ハ
工
部
省

二
於
テ
総
管

セ
シ
メ
候
条
自
今
金
属
其
外
諸
坑
物
営
業

ノ
儀
都

テ
同
省
へ
可
申
立
候
此
旨
布
告
候
事

別
冊
日
本
坑
法
略
之

明
六

・
十

一
・
十
八

江
湖
叢
談

○
土
佐
の
国
に
て
は
先
年
銅
山
を
開
き
し
よ
り
国
民
追
々
そ
の
利
あ
る
事
を
知

り
て
新
た
に
銅
坑
数
ケ
所
開

キ
た
り
と
云
石
炭
坑
も
処
々
に
あ
り
近
来
有
志
の

者
あ
り
て
西
洋

の
器
械
を
用
ひ
て
大
に
是
を
掘
出
さ
ん
と
て
高
智
県

へ
届
ケ
出

た
る
由
之
思

ふ
に
我
国
の
産
物
は
養
蚕
製
茶
に
あ
り
と
錐
も
他
年
我
国
の
富
強

を
致

す

者

は
必

ら
ず

銅

鎮

と

石

炭

と

に

あ

る

べ

し

明

七

・
二

・
十

四

北

辺

郵

報

(
前

略

)

全

道

産

鉱

ノ
地

固

ヨ
リ
少

シ
ト

セ
ズ

本

使

鉱

山

開

採

ノ
規

則

ア
リ

テ
人

民

ノ
求

ム

ル
所

二
従

テ
之

ヲ
允

許

ス
抑

物

産

ヲ
興

隆

シ

テ
開

拓

ノ
資

本

ト

ナ

ス

ハ

一
大

緊

要

ノ
事

ニ

シ

テ
其

品

位

ヲ
査

定

シ
其

経

費

ヲ
概

算

シ
然

ル
後

開

採

二
従

事

シ

軽

挙

耗

財

ノ
失

ナ

カ

ラ

ン
ヲ
要

ス
故

二
専

ラ
意

ヲ

地

質

鉱

属

ノ
調

査

二
用

ヒ
石

狩

以

南

ハ
既

二
成

功

セ

リ

石

狩

後

志

胆

振

渡

島

四

国

米

人

ラ

イ

マ

ン
氏

ヲ

シ

テ

調

査

セ

シ
ム

ル
所

ノ
諸

鉱

属

其

最

モ
著

シ

キ
者

左

二
列

ス

ル
所

ノ
如

シ
就

中

札

幌

郡

ホ

ロ

ム
イ

ノ
煤

田

ハ
今

其

水

準

上

二
就

テ
測

ル
所

ノ
量

一
千

万

ト

ン

ニ
下

ラ
ズ

故

二
開

採

ノ
日

二
当

ツ

テ

ハ
得

ル
所

必

ズ

之

二
倍

ス

ル

ァ

ラ

ン
ト

云

フ

石

炭

岩

内

概

測

一
百

五

十

万

ト

ン

但

ナ

チ

ュ
ラ

ル

デ

レ
ー

チ
ー

ヂ
、

ノ
最

モ
卑

キ
水

準

上

二
在

ル
者

ヲ
算

ス
下

之

二
同

ジ

ホ

ロ
ム

イ

既

測

一
千

萬

ト

ン(
中

略
)

石

炭

鵡

呂

津

概

測

一
千

万

ト

ン

石

崎

村

概

測

二
百
廿

五
万

五
千

ト

ン

上

湯

沢

概

測

二
千

ト

ン

鷲

木

概

測

四

千

三

百

頓

(
後

略

)



明
七

・
五

・
七

江
湖
叢
談

現
今
長
崎
ニ
テ
ハ
只
石
炭

ノ
外
何

一
ツ
モ
商
業

二
成

ル
ヘ
キ
物
ナ
シ
而
シ
テ
石

炭

ノ
下
直
ナ
ル
事
今
日
ヲ
以
テ
最

モ
甚
シ
ト
ス
高
島
石
炭

一
ト
ン
代
金
六
円
天

草
五
円
唐
津
四
円
半
位

ナ
リ
是

ヲ
以
テ
西
洋
人
是
ヲ
上
海
香
港
等
積

ニ
ニ
送

ル

者
多

シ
明
七

・
五

・
二
十
附
録

公
聞

歳
入
出
見
込
会
計
表

第

一
表

明
治
七
年
歳
入
出
丼
準
備
入
出
見
込
会
計
表

…
…
…

(中

略
)

第
九

臨
時
費

総
計
金
七
百

六
十
二
万
六
千
百
十
八
円

内
訳

(中

略
)

高
島
石
炭
坑
約
定
取
消
入
費

金
四
十
万
四
千
円

(後

略
)

第
二
表

明
治
七
年
歳
入
出
見
込
会
計
表

(
中

略
)

第
七

臨
時
費

総
計
金
七
百
六
拾
二
万
六
千
百
拾
八
円

(
中

略
)

高
島
石
炭
坑
約
定
取
取
消
入
費

金
四
十
万
四
千
円

(後

略
)

明
七

・
八

・
廿
六

支

那

雑

報

○
上

海

香

港

等

ニ
テ

ハ
是

マ
デ
重

二
日
本

ノ
石

炭

ヲ
買

入

レ
蒸

気

船

其

外

工

作

場
諸

機

械
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〇
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草
旅
籠
町
の
大
都
賀
喜
右
衛
門
と
云
ふ
人
近

ご
ろ
越
後
の
国
よ
り
帰
り
て

の
咄
し
に
此
国
は
産
物
多
く
し
て
実
に
天
然

の
富
を
成
せ
り
石
脳
油

の
涌
出
す

る
ば
か
り

に
て
も
是
を
精
製
す
れ
ば
日
本
全
国
を
潤
ほ
す
に
足
る
べ
し
其
ほ
か

第

}
米
あ
り
生
糸
あ
り
茶
あ
り
と
云

へ
ど
も
近

ご
ろ
開
き
た
る
蒲
原
郡
赤
谷
山

の
石
炭
鉱
の
如
き
は
盛
ん
な
り
と
謂
つ
べ
し
此
山
は
去
ル
明
治
三
年

に
新
発
田

の
石
井
良
太
郎
が
発
見
せ
し
よ
り
既
に
六
年
の
星
霜
を
経
て
多
少
の
銀
苦
を
甘

ん
じ
勉
強
し
て
是
を
開
掘
せ
り
其
鉱
山
の
大
略
を
記
さ
ば
峨
々
た
る
山
間
の
巌

石
を
切
り
開
く
こ
と
二
十
五
町
に
し
て
坑
口
を

一
尺
に
定
め
五
十
間
の
深
サ
に

入
て
道
を
八
方
に
分
ち
中
央
に
空
気
を
通
ず
る
の
穴
を
付
け
掘
り
得
る
所
の
石

炭
を
引
出
す
こ
と
山
の
如
し
此
鉱
脈
は
陸
続
と
し
て
山
を
越
え
谷
を
亘
り
て
尽

る
処
を
知
る
こ
と
無

其
石
炭
の
品
柄
は
最
も
上
等
に
し
て
唐
津
高
島
の
下
に

在
ら
ず
是
を
運
ぶ
こ
と
水
陸
十
二
里
に
て
新
潟
港
に
出

し
其
価
は
百
斤

に
付
き

僅
か
に
二
十
八
銭
な
り
是
を
掘
る
こ
と
斯

の
如
く
銀
難
に
し
て
其
運
送
も
亦
近

か
ら
ざ
る
に
何
を
以
て
か
能
く
斯
の
如
く
廉
価
な
る
や
と
問
ふ
に
此
社
中
の
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々
は
元
み
な
士
族
な
る
が
方
今
四
民
み
な
其
力
に
館

の
時
世

に
当
り
座
食
し
て

報
国
の
心
な
き
は
志
士
の
耻
る
所
な
り
と
て
各
々
奮
発
し
て
自
か
ら
器
械
を
取

り
或
は
担
ひ
或
は
負
ひ
或
は
船
に
樟
さ
し
て
僅
か
な
る
賃
銭
を
以
て
衆
心

一
致

に
尽
力
し
社
長
は
是
に
先
率
し
て
勉
強
す
る
故
こ
の
社
を
号
し
て
精
誠
館
と
称

す
る
程
の
次
第
に
付
き
価
も
廉
に
売
る
Σ
な
り
と
そ
是
に
依

て
近
ご
ろ
新
発
田

の
白
勢
成
熈
と
云
ふ
豪
商
そ
の
社
の
精
誠
な
る
に
感
じ
力
を
添

て
其
不
足
を
補

な
は
ん
と
す
る
よ
し
若
し
然
ら
ば
金
力
も
十
分
に
備
は
り
ま
す
　

開
掘
を
盛

大
に
し
加
治
川
の
船
路
を
開
か
ば
石
炭
の
価
も
弥
々
下
直
に
至
り
蒸
気
船
の
廻



漕
を
便
に
し
其
他
百
工
の
製
造
を
助
く
る
に
至
る
べ
し
人
み
な
北
越
の
物
産
を

数
ふ
る
に
米
と
縮
の
外
に
は
女
郎
と
覚
兵
衛
獅
子
に
指
を
屈
す
れ
ど
も
真
の
物

産
は
漸
や
く
此
ご
ろ
地
中
よ
り
目
を
出
し
掛
け
ま
し
た
と
の
事
な
り

明
八

・
十
二

・
六

雑
報

一
昨
四
日
午
前
七
時
長
崎
高
島
石
炭
坑
内
十

一
番

の
瓦
斯
が
破
裂
し
怪

我
人
二
十
九
人
即
死
十
五
人
生
死

い
ま
だ
分
ら
ざ
る
者
十
三
人
な
り
と
云
へ
り

驚
嘆
の
至
り
な
り

明
九

二
二
・
四

公
告

石
炭
は
国
の
力
に
し
て
開

明
の
強
国
と
錐
も
船
車
は
不
侯
論
種
々
の
機

械
を
働
か
す
べ
き
石
炭
に
乏
く
て
は
恰
も
人
に
力
の
無
と
同
し
事
な
る
に
幸
ひ

に
し
て
吾
邦
は
上
等
石
炭
が
各
地

か
ら
産
て
外
国

へ
も
輸
出
す
程
あ
る
と
言
い

歓
喜
し
い
事
也
僕
は
前
年
よ
り
石
炭
売
捌
を
営
業
と
致
し
追
々
愛
顧
を
蒙
り
日

増
に
繁
商
仕
難
有
仕
合
に
存
ま
す
尚
又
今
般
小
売
を
す
る
事
を
開
業
ま
し
た
故

ス
ト
ー
ブ
及
び
西
洋
料
理
等

に
御
用
ひ
の
節
は
郵
便
を
以
て
御
注
文
被
下
次
第

一
二
俵
に
て
も
早
速
御
届
申
上
ま
す
価
も
精
々
易
く
働
き
其
他
許
多

の
御
注
文

は

一
層
廉
価
に
差
上
ま
す
間
多
少

に
不
拘
御
用
向
を
仰
付
ら
れ
る
よ
う
翼
上
候

也

各
種
石
炭
売
捌
所

霊
岸
島
越
前
堀
町
二
丁
目
三
番
地

福

山

伊

十

郎

明
九

・
三

・
九

雑
報

築
地
入
船
町

一
丁
目
の
杉

山
金
兵
衛
と
三
河
町
二
丁
目
の
服
部
源
七
の

両
人
は
近

ご
ろ
相
模
の
く
に
足
柄

上
郡
川
西
村
に
於

て
大

い
な
る
石
炭
山
を
見

出
し
試
み
掘
り
を
願
ひ
出
た
る
に
規
則
の
通
り

一
ケ
年
の
免
許
を
得
て
先
月
よ

り
掘
り
始
め
た
る
に
其
辺
は
総
て
石
炭
山
に
て
何
処
を
掘
て
も
能
い
石
炭
が
沢

山
に
出
そ
う
な
塩
梅
だ
と
の
評
判
な
り

明
九

・
三

・
十
五

雑
報

去

ル
二
月
二
十
七
日
に
高
島
石
炭
坑

の
器
械
が
損
じ
て
容
易
な
ら
ざ
る

妨
碍
を
生
じ
た
る
よ
し
そ
の
委
細
は
未
だ
分
ら
ざ
れ
ど
も
最
は
や
其
修
覆
は
六

か
し
き
程
な
れ
ば
新
規
に
持

へ
ね
ば
成
る
ま
い
と
の
評
判
な
り
先
達
て
も
瓦
斯

気
の
破
裂
に
依
り
非
常
の
損
害
を
生
じ
今
又
こ
の
災
難
に
逢
ふ
は
不
運
と
云
ふ

べ
し
併
し
不
慮
の
災
難
は
逃
れ
難
き
者
な
れ
ば
此
坑
も
い
よ
く

盛
大
な
る
に

随

ツ
て
災
害
も
亦
ま
す
　

多
き
に
至
ら
ん

(
ラ
イ
シ
ン
グ
ソ
ン
)

明
九

・
三

・
十
六

雑
報

昨
日
の
雑
報
に
高
島
石
炭
坑
の
器
械
が
損
じ
た
る
由
と
記
し
ま
し
た
が

猶
よ
く
聞
糺
す
に
坑
口
に
居
た
る
石
炭
を
外

へ
捲
き
揚
げ
る
器
械
の
心
棒
が
折

れ
た
る
に
て
廿
日
ほ
ど
も
掛
り
た
ら
ぽ
修
覆
も
出
来
上
り
ま
せ
う
其
間
は
人
足

に
て
担
ぎ
出
し
さ
へ
す
れ
ば
更
に
差
し
支
え
無
く
石
炭

の
出
か
た
も
以
前
に
異

な
ら
ず
世
上

に
は
潮
水
が
押
し
入
り
た
り
杯
の
風
聞
あ
れ
ど
も
全
く
虚
誕
な
り

本
月

二
日
ま
で
は
日
々
百
ト
ン
づ
ゝ
担
ぎ
出
す
と
申
し
ま
す
是
は
二
月
廿
八
日

の
電
報
と
本
月
三
日
の
文
通
に
拠
る

明
九

・
五

・
十

一

雑
報

去
月

二
十
八
日
に
高
島
鉱
山
の

一
坑
よ
り
石
炭
七
百
三
十
五
噸
を
堀
出

し
た
と
云
ふ
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
が
此
鉱
穴
よ
り

一
日
に
是
ほ
ど
大
層
の
石
炭

を
堀
出
し
た
る
は
初
め
て
の
こ
と
な
ら
ん
思
ふ
に
此
鉱
坑
の
産
物
は
世
界
中
の

諸
鉱
山
に
比
較
し
て
も
随
分
上
等
の
部
な
る
べ
し
此
鉱
山
の
利
益
は
実
に
洪
大

に
し
て
支
配
人
等

の
尽
力
も
ま
た
容
易
な
ら
ず
是
ほ
ど
の
実
益
あ
る
的
例
を
見



な
が
ら
日
本
政
府
は
外
国
人
が
日
本

国
の
鉱
業
に
付
て
見
込
た
る
方
法
を
許
容

せ
ざ
る
は
誠
に
怪
し
む
べ
き
こ
と
な
り
。

(
ヘ
ラ
ル
ド
)

明
九

・
五

・
廿
四

雑
報

皆
さ
ま
御
存
じ
此
国
に
名
高
き
蓬
莱
社
も
是
ま
で
い
ろ
　

と
風
説
も

有
り
ま
し
た
が
此
度
は
い
よ
い
よ
閉
社
に
成
た
と
見
え
ま
し
て
蓬
莱
橋
辺
に
娩

然
と
し
て
天
に
聾
え
た
る
高
館
も
石
庫
も
去

ル
二
十

一
日
に
該
区
務
所
に
於
て

蜂
須
賀
家

へ
譲
り
渡
し
に
成
り
ま

し
た
と
記
し
居
た

る
処
へ
又

一
人
の
客
あ
り

て
云
ふ
に
は
蓬
莱
社
は
閉
社
と
云

ふ
訳
で
は
無
し
木
挽
町
の
高
堂
大
厘
を
外

へ

譲
り
渡
し
て
結
社
の
仕
法
を
改
革

し
従
来
の
負
債
も
そ
れ
　

消
却
の
法
が
付

き
た
る
由
な
れ
ば
是
か
ら
は
只
高
島
石
炭
坑
の
事
ば

か
り
に
成
る
の
だ
と
か
申

し
升明

九

・
八

・
二

敦
賀
丸

ノ
報
告

前
略

牛
荘
の
輸
入
品
は
大
抵
天
津
に
同

じ
く
石
炭

は
多
く
相
捌

け
不
申
該
港
に
於
て

石
炭
を
用
ふ
る
者
は
蒸
汽
船

一
艘

及
び
在
留
外
国
人
数
人
に
過
ぎ
ず
さ
れ
ど
も

石
炭
の
価
頗
る
高
く
高
島
石
炭
の
価
は
十
五
弗
な
り

以
下
略

明
九

・
八

・
五

雑
報

益
田
孝
君
は
三
池
の
石
炭

鉱
を
見
分
の
為
め
に
先
ご
ろ
よ
り
九
州
に
下

り
し
が

一
昨
三
日
に
東
京
に
帰
ら
れ
ま
し
た

明
九

・
八

・
七

雑
報

高
島
石
炭
坑
内
に
変
あ
り

し
趣
き
を
伝
聞
致
せ
し
に
因
り
早
速
探
訪
を

と
げ
た
り
し
に
図
ら
ず
後
藤
象
次

郎
君
の
代
理
竹
内
綱
君
よ
り
鉱
山
寮

へ
御
届

に
な
り
し
書
面
の
写
を
得
た
る
に
つ
き
大
意
を
抄
撮
し
て
左
に
掲
ぐ

高
島
石
炭
坑
七
月
廿
五
日
午
後

ヨ
リ
中
蒸
気
卸
シ
十
三
番
片
磐
十
五
片
磐
辺

姻
気
相
覆
ヒ
空
気
の
流
通
ヲ
塞
ギ
熱
気
甚
敷

二
付
其
原
因
ヲ
取
糺
候
得
共
不

相
分
候
間
坑
内
西
部

ノ
入
坑
差
止
メ
吸
筒

ヲ
以
テ
水
ヲ
灌
ギ
或

ハ
空
気

ノ
開

閉

ヲ
為
シ
百
方
手
ヲ
尽
シ
候
得
共
廿
八
日
二
至
迄
同
様

二
テ
姻
相
減
ゼ

ス
依

然
タ
ル
景
況

二
有
之
教
師

マ
ー
テ
イ
ン
氏
ノ
考
案

二
ハ
該
所
二
悪
炭
井

二
坑

道
修
繕
ノ
節
掘
出

シ
候
石
炭
積
置
有
之

二
付

一
時
空
気
ノ
流
通
ヲ
塞
ギ
自
然

火
ヲ
生

ス
ル
ノ
景
況

二
可
有
之
趣
申
出
候
旨
廿
八
日
付
ノ
書
状
ヲ
以

テ
報
知

有
之
其
後
本
月

一
日
十
三
番
片
磐
火
ヲ
発
シ
候
得
共
坑
内
東
部

ニ
テ
ハ
炭
取

致
候
旨
電
報
有
之
同
三
日
消
火
難
致

二
付
十
三
番

ヨ
リ
浮

西
部

二
水

ヲ
溜

ル
旨
ヲ
電
報
有
之
昨
日
十
五
番
片
磐
火
盛

二
付

一
時
坑
内
ノ
入
坑

ヲ
差
止
メ

消
防

二
取
懸
リ
候
趣
電
報
有
之
候
二
付
不
取
敢
此
段
御
届
申
上
候
云
々

明
治
九
年
八
月
五
日

右
の
報
を
得
る
や
直
に
之
を
殖
字
掛

に
廻
し
既
に
整
正
の
際
又
も
や

一
電
報
を

得
る
あ
り
併

せ
て
録
す

(
五
日
午
後
四
時
五
十
分
発
同
八
時
東
京
着
)

三
日
の
夜
。
消
す
事
止
め
て
。
十
五
片
磐
の
焚
口
を
ふ
さ
い
だ
れ
ば
。
昨
日

は
。
火
穏
か
に
な
っ
た
か
ら
。
二
所
に
パ
イ
プ
を
附
け
。

ス
チ
イ
ム
で
消
す

趣
向
中
。
夫
で
消
え
ね
ば
。
十

一
番
片
磐
ま
で
水
を
入
れ
て
消
す
つ
も
り
東

は
炭
取
初
め
た
。
早
く
竹
内
下
る
を
待

つ

明
九

・
八

・
十
九

雑
報

此
の
ほ
ど
記
し
た
る
高
島
石
炭
坑

の
火
事
は
去
る
十

二
日
の
長
崎
新
聞

を
見
る
に
同
所
の
外
国
人
も
日
本
人
も

一
生
懸
命
に
働
け
ど
も
未
だ
鎮
火
せ
ず

と
あ
り
尤
も
後
藤
象
次
郎
君
は
本
月
上
旬
に
火
事
の
電
報
を
聞
く
や
否
や
直
に

乗
船
し
て
彼
地
に
赴
れ
み
つ
か
ら
消
防

の
指
図
を
致
さ
る
る
よ
し
と
そ



明
九

・
八

・
廿
二

雑
報

高
島
石
炭
坑
の
出
火
は
日
夜
消
防
に
手
を
尽
せ
ど
も
未
だ
消
ざ
る
よ
し

追
ひ
　

火
勢
強
く
坑
内
稼

の
者
も

一
昼
夜
に
二
三
十
人
ば
か
り
づ
ゝ
火

気
姻

臭
の
為
に
気
絶
し
又
は
怪
我
を
す
る
も
の
有
り
併
し
直
に
引
き
上
げ
医
療
を
施

す
ゆ
ゑ
死
す
る
程
の
者
は
無
し
坑
内

の
寒
暖
計
は
百
二
十
度
ぐ
ら
ゐ
な
れ
ば
三

十
分
ば
か
り
よ
り
働
け
ず
と
本
月
十

二
日
の
西
海
新
聞
に
見
え
た
り
其
後
ま
た

十
五
日
の
新
聞
に
坑
内
の
火
は
未
だ
消
え
ず
去

ル
十
三
日
に
後
藤
象
次
郎
殿
が

洋
人
両
名
を
連
れ
て
長
崎

へ
着

せ
ら
れ
十
四
日
に
高
島
に
行
れ
た
と
あ
り
升
か

ら
其
う
ち
鎮
ま
り
升
で
五
座
り
ま
せ
う

明
九

・
九

・
一

雑
報

高
島
石
炭
坑

の
火
事
は
新
聞
に
も
た
び
　

出
て
何
時
ま
で
焼
る
か
分

ら
ぬ
と
の
評
判
な
り
し
が
去
ル
二
十

四
日
の
午
前
十

一
時
ご
ろ
迄
に
坑
内

へ
汲

み
込
み
た
る
水
が
と
う
　
九

段
方
番
と
云
ふ
所
ま
で

一
盃
に
成
り
全
く
鎮
火

し
た
と
申

し
升
そ
れ
に
付

て
は
少
々
の
入
用
は
掛
る
様
子
な
れ
ど
も
最
は
や
遠

か
ら
ず
元
の
通
り
に
石
炭
が
出
る
様

に
成
る
だ
ら
う
と
申
す
こ
と
な
れ
ば
先
々

安
心明

九

・
九

・
十
五

雑
報

後
藤
象
次
郎
君
は
高
島
石
炭

坑
の
出
火
に
付
き
先

ご
ろ
彼
地

へ
行
れ
し

が
十
日
ば
か
り
前
に
全
く
鎮
火
し
た
る
に
依
り
東
京
丸
に
て
昨
十
四
日
に
帰
京

せ
ら
れ
た
り
出
火
の
日
よ
り
鎮
火
ま
で
凡
そ
廿
五
日
の
間
だ
焼

け
通
し
な
り
し

が
後
藤
君
が
着
島
の
後
は
長
崎
中
に
あ
る
ポ
ン
プ
を
以
て
諸
口
よ
り
潮

を
入
れ

必
死
を
極
め
て
消
防

せ
し
か
ば
漸
や
く
に
し
て
鎮
火
せ
り
と
そ
此
騒
ぎ
に
て

一

時
は
長
崎
市
中
ま
で
不
景
気
な
り
し
由

明
九

・
九

・
廿
七

雑
報

高
島
石
炭
坑

に
て
消
防
の
た
め
注
ぎ
入
れ
た
る
海
水
も
二
ヶ
月
ほ
ど
の

内
に
は
汲
干
て
元
の
如
く
石
炭
を
掘
り
出
し
に
取
掛
る
由

明
九

・
十

・
三

〇
此
度
北
海
道
御
巡
視

の
お
咄
し
を
聞
に
三
条
寺
島
伊
藤
の
諸
公
を
始
じ
め

一

行

の
人
々
八
月
六
日
に
横
浜
御
出
帆
に
て
途
中
釜
石

へ
御
立
寄
り
鎮
鉱
山
を
御

覧
に
成
り
八
月
十

一
日
に
函
館

へ
お
着
に
成
り
て
夫

よ
り
近
傍
処
々
御
巡
覧
あ

り
船
に
て
西
海
岸

へ
御
廻
に
成
り
小
樽

へ
御
上
陸
に
て
夫

よ
り
札
幌

へ
御
越
し

に
成
る
ホ

ロ
ム
イ
は
石
刈
川
の
上
流
に
在
り
此
辺
は
虻
多
く
し
て
大
に
行
人
を

悩
す
よ
し
伊
藤
公
は
蒸
気
弘
明
丸
に
て
此
川
に
潮
ぼ
る
こ
と
廿
里
に
し
て
夫
よ

り
又
小
船
に
て
十
里
余
も
上
り
空
知
郡
ホ
ロ
ム
イ
に
至
り
此
処
の
養
蚕
所
井
に

石
炭
山
を
御
覧
に
成
り
た
り
此
処
よ
り
上
品
の
石
炭
多
く
出
る
こ
と
は
以
て
北

海
道
を
富
す
に
余
れ
り
魯
斯
と
交
換
に
成
り
た
る
樺
太
の
土
人
は
此
処
に
移
住

せ
り
追
々
石
炭
坑
の
盛
ん
な
る
に
従
が
ひ
皆
そ
の
事
に
使
役
す
る
に
足
る
べ
し

後

略

明
九

・
十

・
九

附
録

前
年
よ
り
石
炭
売
捌
を
営
業
仕
候
所
御
愛
顧
を
蒙
り
難
有
奉
存
候
尚
又

ス
ト
ー
ブ
及
西
洋
料
理
等
に
御
用
ひ
の
為
石
炭
小
売
仕
候
間
郵
便
を
以
御
注
文

被
下
次
第

一
二
俵
に
て
も
早
速
御
届
可
申
上
候
且
精
々
廉
価

に
相
納
候
間
多
少

と
も
御
用
向
被
仰
付
候
様
翼
上
候
也

霊
岸
島
越
前
堀

二
丁
目
三
番
地

各
種
石
炭
売
捌
所

福

山

伊

十

郎



明
九

・
十

・
二
十

工
部
省
録
事

第
拾

八
号

諸
鉱
山
試
堀
借
区
等
之
願
書
雛
形
日
本
坑
法
中
掲
載
有
之
候
得
共
地
名
其
他
ノ

認
方
疎
漏
ヨ
リ
間
々
推
問
ノ
手
数
ヲ
費

シ
不
都
合
不
少
二
付
今
般
更

二
願
書
雛

形
別
紙
之
通
改
正
候
条
図
面
相
添
正
副
弐
通
可
差
出
此
旨
布
達
候
事

明
治
九
年
十
月
十
九
日

工
部
卿
伊
藤
博
文

(願
書
雛
形
別
紙
省
略
)


